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（大阪エイズ啓発キャラクター）

HIV感染について“なんとかせな

アカンやん”の想いから、大阪で、

検査の大切さを伝える「アイやん」

と、大阪のエイズの今をつぶやく

情報屋さん「なうっち」

感染者

私たち人類がはじめてエイズを知ったのは１９８１年。
それから約４５ 年の間に、
エイズの原因である HIV（ヒト免疫不全ウイルス）の発見と、
ウイルスの増殖を抑制する治療薬の飛躍的な進歩により、
早期に治療を受ければ、免疫力を落とすことなく通常の生活
を送ることが可能となりました。今では、高血圧や糖尿病など
の慢性疾患の一つとして考えられるようになりました。
現在においては、HIV陽性者の高齢化に伴って、医療・介護の
ニーズが高まっており、円滑に十分な在宅医療や介護が受け
られるよう環境整備を行うことが課題となっています。
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が 「東部および南部アフリカ」

HIV 感染者・エイズ患者新規報告数の年次推移

と
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HIV感染は日本を含む各国で起こっています。
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大阪府でも、毎年新たにHIV感染者・エイズ患者の報告があります。2025年は、
HIV感染者 85人、エイズ患者 12人でした。HIV感染者の約 7割が 10～30
歳代の若い世代であり、HIV感染者・エイズ患者の約6割が日本人男性です。

出典：感染症発生動向調査システム（2025年　速報値）
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問題 感染力の
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大阪府のHIV感染者・エイズ患者の感染経路別割合

期間には個人差があり、最近では、感染からエイズ
発症までの期間が短く、進行の早い人もいます。

予防策をとらずにセックスをすると、パートナー

ほとんど予防できます。
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出典：感染症発生動向システム（2025 年 速報値）
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口腔内（咽頭）に症状がある場合は、オーラルセックス（口腔性交）により感染が

広がっていきます。そのため、性器ヘルペスウイルス感染症や梅毒など、コンドー

ムを適切に使用しても予防が難しいＳＴＩもあります。

お互いに検査

と治療を受けることが大切です。

STIも多くあります。

ため

そのため、「カミソリ・歯ブラシ・ピアス等、血液の
つきやすい物を他の人と共有しないようにする」、
「自分以外の血液を素手で触らない」などに気を
付けましょう。
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起

採取

淋菌感染症（淋病）

（　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

（４価・９価）ワクチンで予防することができる。

性感染症にかかっていると、性器や粘膜に炎症が生じ、
傷つきやすくなります。
そのため、HIVは、他の性感染症に感染していると、
感染の確率が数倍から数十倍も高くなります。

女性の場合、外陰部の強い痛みで歩行や排尿が困難になることもある。
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出典：感染症発生動向調査事業報告書（第 43 報 2024 年版）
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どんなに愛している相手とのセックスでも、一度だけのセックスでも、妊娠したり、

性感染症に感染したりする可能性があります。セックスをする前に、そのような可能性

があっても自分は本当にセックスがしたいのか、まず考えることが大切です。

したくないときは、「NO」といえる勇気が必要です。もし、セックスをする場合は、十分に

予防策をとることが大切です。
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例えば、セックスをしたことがある相手は、

※防虫剤と一緒に保管することも劣化の原因

Ａ子にとってはＢ男のみで、B男にとっては、

Ａ子以外はC子のみとします。

根元に余った皮にもかぶ
せるため、包皮をいったん
コンドームごと上に引っ張
り上げる。
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受

薬

場合

一部の検査場所では、梅毒・クラミジア検査等も同時に受
けることが可能です。

※検査日時・検査項目等について確認してください。

※１※２　出典：2001 年度まで　厚生労働省「母性保護統計」
　　　　　　　　2002 年度から「衛生行政報告例」

１回のセックスでも、妊娠の可能性があります。

各保健所・保健（福祉）センターなどで、無料・匿名で検
査を行っています。
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※３　出典：現代性教育研究ジャーナル ＜No.166　2025 年 1月＞
 調査報告　第 9 回「青少年の性行動全国調査 ＜2023 年度＞」の概要
 【注】 令和７年度版より、学校段階別の経験率は各学年の平均値としたため、
  過去に公表した調査結果とは一部、値が異なる

検査結果は、指定された日（おおむね１週間後、即日検査
の場合は当日）に直接ご本人にお知らせします。
その際、検査時にお渡しした引換券等が必要となりますの
で、大切に保管してください。



受

薬

場合

一部の検査場所では、梅毒・クラミジア検査等も同時に受
けることが可能です。

※検査日時・検査項目等について確認してください。

※１※２　出典：2001 年度まで　厚生労働省「母性保護統計」
　　　　　　　　2002 年度から「衛生行政報告例」

１回のセックスでも、妊娠の可能性があります。

各保健所・保健（福祉）センターなどで、無料・匿名で検
査を行っています。

19歳

18歳

17歳

16歳

15歳

14歳

13歳

13歳未満0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600
（件）

0

10

20

30

40

50

60

70

1987年 1993年 1999年 2005年 2011年 2017年 2023年

経験率（%）

大学男子

大学女子

高校男子

高校女子

中学男子

中学女子

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2021年2020年 2022年 2023年 2024年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2024年

2023年

※３　出典：現代性教育研究ジャーナル ＜No.166　2025 年 1月＞
 調査報告　第 9 回「青少年の性行動全国調査 ＜2023 年度＞」の概要
 【注】 令和７年度版より、学校段階別の経験率は各学年の平均値としたため、
  過去に公表した調査結果とは一部、値が異なる

検査結果は、指定された日（おおむね１週間後、即日検査
の場合は当日）に直接ご本人にお知らせします。
その際、検査時にお渡しした引換券等が必要となりますの
で、大切に保管してください。



起

め
,

HIVに感染すると、まず体内でHIVが増え、その後HIVに対す
る抗体が作られます。血液検査で「HIV陽性」になるまでに、
約４～８週間かかります。この期間（ウインドウ期）には個人
差があり、検査方法によっても異なります。

※検査のタイミングは、各検査場所にお問い合わせください。
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を周囲　人
詳

そ

現在では、抗ＨＩＶ薬の治療等を早期に始めて継続することにより、エイズの発症
が抑えられ、ＨＩＶ陽性者と感染していない人の寿命はあまりかわらなくなってい
ます。

感染していることがわかったら、早期受診することがとても大切です。

抗HIV薬の副作用が出現することもあります。
また、抗HIV薬は安価でないため、経済的にも負担がかかります。

も
も

最寄りの保健所・保健
（福祉）センター

抗ＨIＶ療法を継続することで、
（Undetectable）」の状態を６か月以上維持しているHIV陽性者は、
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西成区保健福祉センター

大阪市ホームページ「HIV／エイズ・性感染症ガイド」
https://www.city.osaka.lg.jp/kenko/page/0000549405.html

（※相談日時：祝日・年末年始を除く）

健康医療部　保健医療室
医療・感染症対策課

9

06(6647)0947

令和８年４月現在
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（予約不要）
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ご相談ください。料金は無料です。

水曜日…中国語（Chinese）
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予約サイト
(スマートらいふクリニックHP)

https://www.pref.osaka.lg.jp/o100030/
                kansenshokikaku/chikikansen-aids/index.html

（全国の検査場所情報）

（性感染症・性の健康の情報ネット）

男性に向けての、エイズを含む
　性感染症の相談対応や

医療・
06－6647－0947

詳しくは、ホームページでご確認いただくか、各会場にお問い合わせください。

（OPEN　木曜日～月曜日　18：00～21：00）

パソコン・携帯／ https://www.mhlw.go.jp/hivkensa/



予約サイト
(スマートらいふクリニックHP)

https://www.pref.osaka.lg.jp/o100030/
                kansenshokikaku/chikikansen-aids/index.html

（全国の検査場所情報）

（性感染症・性の健康の情報ネット）

男性に向けての、エイズを含む
　性感染症の相談対応や

医療・
06－6647－0947

詳しくは、ホームページでご確認いただくか、各会場にお問い合わせください。

（OPEN　木曜日～月曜日　18：00～21：00）

パソコン・携帯／ https://www.mhlw.go.jp/hivkensa/
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（枚方市禁野本町2-13-13）

（東大阪市旭町1-1）

※2026年6月1日以降、寝屋川市池田西町28－22へ移転
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